
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

シンポジューム『沖沖縄縄のの環環境境とと人人権権とと基基地地』 
2010 年 3 月 7 日（日）  

 
   

 
戦後 63 年も経っているのに、沖縄ではまだ戦争は終わっていません。在沖している米軍実動部隊は 
ここからイラク・アフガンに戦争に行っています。そして、今年７月が着工予定とする米軍の新基地が 
貴重なサンゴやジュゴンも住む美しい大浦湾を埋め立てて造られようとしています。私達はこのことを 
一人でも多くの方々に知って貰い、そして日本の『平和・自立・調和』を求めてこの学習会を企画しま 
した。是非、辺野古を知らない方々もお誘いの上、沢山の方々のご参加を承ります。     

 

基調講演 青山貞一（東京都市大学大学院環境情報学研究科教授、環境アセスメント学会理事）

分科会  環境  「ジュゴン」            東恩納琢磨（ジュゴン保護基金代表） 
人権  「女性の人権」           ジェーンさん 

     基地  「基地と闘った沖縄民衆運動」  上原信夫 

 
会場：三鷹市公会堂                三鷹市公会堂行バス乗場 
   第１～第９会議室                  ●JR 三鷹駅南口７番バス乗

場 (全てのバスが行きま

す) 
入場 ： 一般 1.000 円                   三鷹市役所前下車（15 分）

    大学生  500 円                    
         高校生以下無料                    
 

                                                            
    

呼びかけ：「東京の方々に辺野古を知ってもらおう」プロジェクト http://www.henokowo-tsutaeru.com/ 
       「一橋大学沖縄を考える会」           問合せ：090-2415-7617（春田まで）

午前 11：00～12：00 「ジュゴン」 

午後 13：00～17：00  基調講演、分科会 


